
二
〇
一
〇
年
度
の
四
大
成
果 

主
要
な
ニ
ュ
ー
ス
は
そ
の
都
度
ほ
の
研
通
信
に
記
載
さ
れ
て
き

ま
し
た
の
で
、
皆
様
は
既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
紙
面
を
借
り
こ
の
一
年
の
歩
み
を
総
括
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ほ
の
研
も
発
足
以
来
早
く
も
四
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
色
々

な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
の
特
色
と
し
て
は
第
一
に
厚
労
省
所
管

の
福
祉
医
療
機
構
か
ら
助
成
を
頂
き
、
且
つ
赤
い
羽
根
募
金
か
ら
も

助
成
を
た
ま
わ
り
、
業
務
の
内
容
が
公
的
な
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
地
域
が
全
国
規
模
に
拡
大
し
た
こ
と
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

関
東
近
県
は
勿
論
、
西
は
長
崎
県
、
東
は
福
島
県
に
ま
た
が
り
、
先

生
他
市
民
研
究
員
十
数
名
は
東
奔
西
走
い
た
し
ま
し
た
。
第
三
に
業

務
の
内
容
は
、
最
も
難
し
い
引
き
籠
り
高
齢
者
や
初
期
認
知
症
者
の

方
に
共
想
法
を
試
み
た
点
で
、
今
後
の
改
善
点
に
つ
い
て
貴
重
な
知

見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
四
に
技
術
的
な
改
良
が
加
え
ら

れ
た
点
で
す
。
十
指
に
余
る
学
識
経
験
者
か
ら
貴
重
な
助
言
を
頂
き
、

検
証
方
法
へ
の
反
映
や
、
ほ
の
ぼ
の
パ
ネ
ル
ソ
フ
ト
の
改
良
な
ど
、

遂
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
共
想
法
司
会
の
試
み
ま
で
と
び
だ
し
ま

し
た
。
こ
れ
等
を
四
大
成
果
と
し
て
列
挙
い
た
し
ま
す
。 

①
共
想
法
の
実
施
（
標
準
共
想
法
・
遠
隔
地
の
共
想
法
・
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
や
介
護
老
人
保
健
施
設
の
初
期
認
知
症
者

共
想
法
・
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
送
迎
付
共
想
法
。
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
出
前
共
想
法
な
ど
） 

②
長
崎
北
病
院
、
き
ら
り
び
と
み
や
し
ろ
と
の
協
働 

③
講
演
会
・
交
流
会
（
三
周
年
行
事
、
ク
リ
ス
マ

ス
行
事
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
と
放
映
） 

④
研
究
活
動
（
学
会
参
加
、
有
識
者
の
外
部
評
価
。

ソ
フ
ト
改
良
、
ロ
ボ
ッ
ト
司
会
） 

事
務
局
長 

長
谷
川
多
度 

 

二
〇
一
一
年
度
の
四
つ
の
事
業 

共
想
法
の
普
及
に
伴
い
、
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
で
は
、
活
動
を
支
え

る
人
材
の
養
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
人

材
養
成
事
業
を
中
心
に
、
四
つ
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
第
一
に
、

共
想
法
の
地
域
で
の
実
践
に
取
り
組
み
た
い
、
共
想
法
に
継
続
的
に

参
加
し
た
い
、
共
想
法
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
異
な
る
要
望
に

対
応
し
、
研
修
、
継
続
、
入
門
コ
ー
ス
を
開
講
す
る
と
共
に
、
地
域

を
超
え
た
人
材
養
成
を
可
能
と
す
る
遠
隔
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
ま
す
。
第
二
に
、
柏
市
及
び
千
葉
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
の

支
援
を
受
け
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
出
前
講
座
と
介
護
施
設

で
の
共
想
法
を
行
い
、
福
祉
医
療
機
関
、
特
に
社
会
福
祉
協
議
会
や

介
護
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
実
施
手
法
を
研
究
し
ま
す
。

第
三
に
、
世
界
各
地
の
高
齢
者
を
対
象
に
共
想
法
を
実
施
す
る
こ
と

を
通
じ
、
地
域
差
、
文
化
差
を
考
慮
し
た
共
想
法
実
施
手
法
を
明
ら

か
に
し
、
実
施
を
通
じ
た
普
及
を
目
指
し
ま
す
。
第
四
に
、
実
施
研

究
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
各
地
で
の
実
施
研
究
を
支
援
す
る
新
た

な
役
割
を
果
た
す
た
め
の
運
営
体
制
を
構
築
し
ま
す
。 

代
表
理
事 

大
武
美
保
子 

有
識
者
に
よ
る
外
部
評
価 

平
成
二
十
二
年
度
に
実
施
し
た
、
福
祉
医
療
機
構
助
成
事
業
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

有
識
者
に
よ
る
外
部
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
医
学
・
医
療
の
観
点
か

ら
、
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
長
の
本
間
昭
先
生
、

柏
市
医
師
会
前
々
会
長
、
前
会
長
の
小
沼
宗
心
先
生
、
宮
地
直
丸
先

生
を
始
め
と
す
る
七
名
、
ま
た
、
福
祉
・
認
知
・
運
営
の
観
点
か
ら
、

東
洋
大
学
教
授
野
村
豊
子
先
生
、
筑
波
大
学
教
授
安
梅
勅
江
先
生
を

始
め
と
す
る
七
名
、
合
計
十
四
名
の
先
生
方
に
御
講
評
を
頂
き
ま
し 

 

社
会
福
祉
協
議
会
出
前
講
座
（
富
勢
・
柏
中
央
地
区
） 

 

柏
市
内
に
は
お
よ
そ
百
五
十
の
サ
ロ
ン
活
動
が
あ
り
、
地
区
社
協

を
中
心
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
等
で
担
っ

て
い
る
と
こ
ろ
や
町
会
・
自
治
会
を
基
盤
と
し
た
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
で
立
ち
上
げ
て
い
る
サ
ロ
ン
等
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
月

に
二
～
三
回
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
三
日
、
富
勢
地
区
社
協
で
出
前
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。
認
知
症
を
発
症
し
た
人
、
介
護
を
要
す
る
人
へ
の

接
し
方
等
を
含
め
、
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
く
、
既
存
の
サ
ロ
ン
や
こ
れ
か
ら

立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
サ
ロ
ン
等
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
、
ま
ず
研
修
し
た
い
と
の
意
向
で
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

大
武
先
生
の
講
演
に
四
十
二
名
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
一
分
共
想
法
な
ど
、
と
て
も
興
味
深
く
取

り
組
ま
れ
、
ま
す
お
の
研
修
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
長
谷
川
、
院

生
の
上
島
、
武
下
が
担
当
し
ま
し
た
。 
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発行責任者 

代表理事大武美保子 

た
。
共
想
法
の
効
果
検
証

や
、
効
果
的
な
実
施
方
法
、

特
長
や
位
置
づ
け
、
行
政

と
の
連
携
な
ど
、
今
後
の

事
業
の
指
針
と
な
る
貴
重

な
御
指
導
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

代
表
理
事 

大
武
美
保
子 

小沼先生、宮地先生による外部評価 



 

十
月
二
十
九
日
、
六
十
名
余
の
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を

対
象
に
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
東
大
柏
キ
ャ
ン
パ

ス
と
柏
中
央
公
民
館
の
遠
隔
中
継
に
よ
る
大
武
先
生
の
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、
ほ
の
研
、
共
想
法
に
つ
い
て
の
説
明
に
続
き
一
分
共
想

法
を
行
い
ま
し
た
。
話
題
性
の
あ
る
写
真
も
多
く
、
初
め
て
と
は
思

え
な
い
程
の
熱
気
で
進
め
ら
れ
、
四
名
の
方
に
は
ブ
ロ
グ
の
掲
載
に

も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
の
研
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
は
長
谷
川
、 

 

『
き
ら
り
び
と
み
や
し
ろ
』
で
の
講
演
会 

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日
、
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
の
図 

書
館
ホ
ー
ル
で
、
宮
代
町
が
主
催
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
び
と
み

や
し
ろ
が
実
施
す
る
形
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
の
市
民

研
究
員
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
共
想
法
」
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
約
百
六
十
名
、
ホ
ー
ル
が
一
杯
の
盛
況
で
し
た
。
ほ
の
ぼ
の

研
究
所
か
ら
は
、
長
谷
川
、
佐
藤
、
前
川
、
田
口
、
黒
田
、
武
下
の

六
名
が
参
加
し
説
明
や
実
演
の
司
会
、
記
録
な
ど
を
分
担
し
て
行
い
、

全
員
で
質
疑
応
答
に
対
応
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
主
催
者
で
あ
る
宮
代

町
副
町
長
の
真
砂
和
敏
様
、
実
施
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り

び
と
み
や
し
ろ
理
事
長
の
安
部
晨
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。 

        

映
像
を
流
し
た
上
で
、
共
想
法
の
進
め
方
と
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
に
つ
い 

て
紹
介
し
ま
し
た
。
次
に
、
市
民
研
究
員
の
前
川
さ
ん
が
、
共
想
法
の 

背
景
と
特
色
及
び
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
休
憩
を 

は
さ
ん
で
、
後
半
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
び
と
み
や
し
ろ
の
メ
ン
バ
ー 

 

五
名
に
よ
る
、
一
人
当
た
り
の
持
ち
時
間
三
分
、
写
真
二
枚
で
の
共 

想
法
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
旅
行
と
食
べ
物
」
で
す
。 

一
人
ず
つ
、
自
分
が
旅
し
た
風
景
や
故
郷
の
様
子
、
大
好
き
な
食
べ
物 

な
ど
の
写
真
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
周
り 

か
ら
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
積
極
的
に
話
し
合
い
に
参
加
す
る
姿
が 

見
ら
れ
ま
し
た
。 

認
知
症
に
関
す
る
懇
話
会
の
時
間
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
び
と

み
や
し
ろ
副
理
事
長 

島
村
孝
一
様
よ
り
、
御
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、
「
写
真
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
勉
強
す
る
こ

と
が
あ
り
そ
う
で
す
。
で
も
、
私
た
ち
よ
り
先
輩
で
あ
る
研
究
員
の

方
々
が
楽
し
く
続
け
て
い
る
の
で
、
挑
戦
し
た
い
で
す
。
」
「
共
想
法
に 

参
加
す
る
た
め
の
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。
」と
い
っ
た
、
前
向
き
な
感

想
、
質
問
等
を
た
く
さ
ん
頂
き
、
盛
会
の
な
か
に
終
了
し
ま
し
た
。 

市
民
研
究
員 

武
下
秀
子 

               

編
集
後
記 

 

本
年
三
月
十
一
日
に
発
生
致
し
ま
し
た
、
東
北
関
東
大
震
災
は
津

波
と
火
災
に
よ
り
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

六
十
％
が
高
齢
者
と
の
こ
と
、
わ
が
身
に
つ
ま
さ
れ
ま
す
。
犠
牲
者

の
方
、
ま
た
被
災
さ
れ
た
方
に
は
謹
ん
で
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
集
子 

ホームページアドレス ；http://www.fonobono.org 

 

今
後
の
予
定 

＊
四
月
開
講 

研
修
コ
ー
ス 

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お 

 
 

 
 

 
 

月
二
回
、
一
回
一
．
五
時
間1

3

：3
0

よ
り 

＊
五
月
開
講 

継
続
コ
ー
ス 

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お 

 
 

 
 

 
 

月
二
回
、
一
回
一
．
五
時
間1

3

：3
0

よ
り 

＊
六
月
開
講 

入
門
コ
ー
ス 

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お 

 
 

 
 

 
 

申
込
者
三
名
以
上
で
開
講 

 
 

 
 

 
 

一
回
一
．
五
時
間 

1
0

：0
0

よ
り 

＊
出
前
講
座 

各
地
区
、
施
設
に
て
積
極
的
に
開
催
し
ま
す 

 
 

 
 

 
 

問
い
合
わ
せ
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す 

＊
問
合
せ
、
申
込
み
は
メ
ー
ル 

frio
ffice

@
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n
o
b

o
n

o
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又
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百六十名以上の熱心な参加者 

講
演
は
市
民
研
究
員 

の
佐
藤
さ
ん
の
司
会
進

行
で
、
最
高
年
齢
者
で

あ
る
八
七
歳
の
長
谷
川

副
代
表
理
事
が
、
二
〇

一
〇
年
七
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
放
映
さ
れ
た
ふ
れ
あ 

い
共
想
法
に
関
す
る 

宮代町の図書館ホールで開催された 

「ふれあい共想法」講演会 

（宮代町公式ホームページより、許可を得

て転載） 

 

佐
藤
、
前
川
、
武
下
の
四

名
で
し
た
。 

今
年
度
は
教
育
課
程
も
確

か
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
進
め
る

新
共
想
法
の
実
施
に
よ
り

地
域
の
要
請
に
も
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。 

市
民
研
究
員 

武
下
秀
子 

富勢地区社会福祉協議会講演会 

http://www.fonobono.org/

